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非共有結合由来の”弱い相互作用”はタンパク質において重要な
役割を担う．特に，金属タンパク質内部の金属イオンの第二配位圏
における弱い相互作用は，配位構造だけでなく，反応性といったタ
ンパク質の機能面においてまで影響を及ぼすことが知られている．
最近，我々の研究グループでは，脱窒菌の亜硝酸還元酵素と一酸化
二窒素還元酵素への電子伝達タンパク質としてはたらくブルー銅
タンパク質シュードアズリン (Paz) において，弱い非共有結合相
互作用がタンパク質の局所構造だけでなく，タンパク質全体の安定
性にも影響を及ぼすことを明らかにした． 
本講演では，タンパク質構造や機能に大きな影響を与える，強い 

”弱い相互作用”について議論する． 
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